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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800シリーズサーバ•ワークスァーシヨンをお買い求めいただき、 
まことにありがとうございます。 

Express 5800シリーズサーバ • ワークステーシヨンに添付されている 「Array Recovery Tool 」 は、 
本体が持つ機能をさらに拡張しクライアントサーバシステムでの信頼性を強化するものです。 

本書では 、 Array Recovery Tool を導入するにあたり必要となるセットアップの手順について説 
明します。 

本書での内容は 、 Windows 2000や Windows NT の機能や操作方法について十分に理解されてい 
る方を対象に説明しています 。 Windows 2000や Windows NT に関する操作や不明点について 
は、各〇 S のオンラインヘルプなどを参照してください。 


本文中の記号について 

本文中では次の3種類の記号を使用しています。それぞれの意味を示します。 


ユーティリティや装置を取り扱う上で守らなければならない事柄や特に注意をすべき点 
を示します。 


0 

チェック 


圓 

ヒント 


ユーティリティや装置を取り扱う上で確認をしておく必要がある点を示します。 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 



ソフトウェア使用条件 

添付の CD - R 〇 M 内のソフトウェアを使用するにあたって、添付のソフトウェアのご使用条件をお 
読みになり、その内容についてご確認ならびにご承諸ください。 
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ユーザーサポートについて 


ソフトウェアに関する不明点や問い合わせは別冊の「ユーザーズガイド」に記載されている保守サー 
ビスセンターへご連絡ください。また、インターネットを使った情報サービスも行っておりますの 
でご利用ください。 


http://www.express.nec.co.jp/ 

『58番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 


http://www.fielding.co.jp/ 

NEC フイールディング(株)ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 
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概 


Array Recovery Tool は、 Mylex ディスクアレイコントローラに接続されているハードディスクの 
状態を監視し、不良ハードディスク ( DEAD 状態)を検出すると自動的にリビルド、整合性チェック 
を行い、システムドライブを復旧します。 
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2 インストールの前に 


ここでは、 Array Recovery Tool をインストールする前に知っておいていただきたい事柄につい 
て説明します。 


2.1 動作環境 


Array Recovery Tool が動作するために必要な動作環境について説明します。 


• 八ードウエア 

-本体 ： Mylex ディスクアレイシステムを構築している 

Express 5800シリーズ装置 

—メモリ ：〇 S の動作に必要なメモリ十 1 MB 


-ハードディスクの空き容量： 1 MB 以上 


• ソフトウェア 

— Microsoft Windows 2000 
— Microsoft Windows NT 4.0 Service Pack 5 以降 



m 


Array Recovery Tool が動作するためには 、 Global Array Manager ( GAM ) をシス 
テムにインス I -ールする必要があります。 EXPRESSBUILDER から GAM をインス I -一 
ルしてください。 

GAM のインストールについては、ユーザーズガイドまたはオンラインドキユメントを参 
照してください。 
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監視対象となるアレイコントローラ 


Array Recovery Tool がサポートするアレイコントローラは次のとおりです。 

• AcceleRAID 160 ( N 8 103-52) 

• AcceleRAID 352 ( N 81 03-53) 

AMI 社製ディスクアレイコント□—ラはサボートしていません。 AMI 社製ディスクアレイコント 
□—ラを使用する場合、 Array Recovery Tool はインストールしないでください。 


2.3 ESMPRO のサポート範囲 


ESMPR 〇との通報連携は、 ESMPRO/ServerAgent Ver .3.2 以降のバージョンから対応していま 
す。 ESMPRO/ServerAgent Ver .3.1 以前のパージョンはサボートしていません。 
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3 インストール 


Array Recovery Tool のインストールでは 、 Array Recovery 丁001のファイルのインストールと 
環境設定を行います。 


Array Recovery Tool のインストールは、本体添付の CD - R 〇 MrEXPRESSBUILDER 」 を使用して 
行います。次の手順に従って Array Recovery Tool のファイルのインス I ルと環境設定を行い 
ます。 

7 装置本体の電源を ON にして 、 Windows 2000または Windows NT を起動する。 
CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライブにセツトする。 


マスター コント □ー ル メニューが 表示されます。 



• マスターコントロールメニユー 上で右クリツクしても メニユーが表不 されます。 

• 表示された「マスターコントロールメニュ_」を閉じるには、[終了]をクリックし 
ます。 


既に Array Recovery Tool がインス I -ールされていて再度インス I -ールする場合、 
システムにインス I -ールされている Array Recovery Tool をアンインス I ルして 
から行ってください。アンインス I -ールの方法については「4アンインス I -ール」を参 
照してください。 


〇 [ソフトウェアのセットアップ]— 
[ ESMPR 0] をクリックする。 

ESMPR 〇セットアップのメインメ 
ニュー画面が表示されます。 

4 [関連ユーティリティのメニューへ]を 
クリックする。 

[関連 ユーティリティメニュー] ダイア 
□グボックスが表示されます。 



〇オンラインドキユメント 

EXPRESSBUILDER I \ 
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[Array Recovery Tool ] をクリツク 
する。 


Array Recovery Tool のインストーラ 
を起動すると動作準備状況を右の 
[セットアップ]タイア□グボックスで 
表示し、[よラこそ]ダイアログボック 
スが表示されます。 
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[次へ]ポタンをクリックする。 

[Array Recovery Tool 機能概要]ダイ 
ア□グボックスが表示されます。 




□ 



M 

ソ^ Recovery Tool をインスト'4します。 


この t ゥト77ゥア T ログ允を実行する前に、すべての 
Windows : TQ グラムを必ず終了して下さい。 

[^ Ml を W •力しセゥトアゥ T を終了した後、現在使用中の 
T 的''うムをすベて終了させて下さい。 

彗告：この TB ク''ラムは、菩作権法および国際条約によって 
僳_されています。 

このアログラ L またはその一部を無断で複製または配布す 
ることは、法偉により禁止されています。 



[次へ]ポタンをクリックする。 

[ログフアイル作成フォルタ'の指定]夕' 
イアログボックスが表示されます。 



インス I ル先フォルダを指定して、 
[次へ]ポタンをクリックする。 

インストール先フォルタ'を変更する場 
合は、[参照]ボタンをクリックして 
フオルタ'を指定します0 



ヒント 


インストール先フォルダは、容 
量の問題がない限りデフォルト 
値の設定で問題ありません。 


[ファイル コピーの 開始]ダイアログ 
ボックスが表示されます。 



9 [次へ]ポタンをクリックする。 

インストーラがファイルのインストー 
ルと環境設定を行った後、[セット 
アップの完了]ダイアログボックスが 
表示されます。 





はへ]を⑽すると 


現在の設定: 


Array Recovery Tool の 乂 〆 ヨン： 

1.00 

〇ストル先瑜'、： 

U:¥Program riles¥Array Recovery Tool 
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[終了]ポタンをクリックする。 



ヒント 


「はい、直ちにコンビユータを 
再起動します。」のデフオルト 
値のまま[終了]ボタンをクリツ 
クすることにより、システムが 
再立ち上げされ、自動的に Ar ¬ 
ray Recovery Tool の監視サービ 
ス (Array Recovery Service ) が 
起動されます。 



以上で Array Recovery Tool のインストールは終了です。 
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4 アンインストール 


Array Recovery Tool のアンインストールでは 、 Array Recovery 丁〇〇1のファイルの削除と環境 
設定の解除を行います。 

次の手順に従って 、 Array Recovery Tool をアンインストールします。 


[コント□ールパネル]ウインドウから 
[アプリケーシヨンの追加と削除]を選 
択し、ダブルクリックする。 

[アプリケーシヨンの追加と削除のプ 
□パティ]ダイアログボックスが表示 
されます。 


く Windows 2000での表示例> 



[Array Recovery Tool ] を選択し、 
[追加と削除]ポタンをクリックする。 

アンインス!ラが起動し、[ファイ 
ル削除の確認]ダイアログボックスが 
表示されます。 
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3 [はい]ポタンをクリックする。 

[コンピュータか6プログラムを削除] 
ダイア□ク'ボックスが表示されます。 



Q 


Windows NT 4.0上でアンインス!-ーラを起動する場合、[コント□ールパネル] 
ウィンドウを閉じてから[はい]ポタンをクリックしてください。[コント□ールパネ 
ル]ウインドウが開いたままだと[コント□—ルパネル]で使用している Array Recov ¬ 
ery Tool の一部のファイルが削除されません。 
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「アンインストールが完了しました。」 
が表示された後、 [0 K ] ポタンをク 
リックする。 




• Windows 2000上で Array Recovery Tool をアンインストールする場合はア 
ンインス I -ーラを終了あとにシステムを再起動してください。システムを再起動 
しないと 、 Array Recovery Tool は完全にアンインストールされません。 

• Windows 2000上で Array Recovery Tool をアンインストールすると、 
「Array Recovery Tool はシステムから削除されませんでした…」というメッセー 
ジダイアログポックスが表示されることがあります。このダイアログポックスが 
表示されてもシステムの再起動によりアンインス!-ールは成功します。メッセー 
ジダイアログボックスを閉じて、システムを再起動してください。 


以上で Array Recovery 丁001のアンインストールは終了です。 
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